
　　　　　　　　　　　　（□□学部）

（注）１　「計画の区分」は届出時の基本計画書の「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　　「留意事項実施状況報告書」の場合は，表題を修正してください。

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　○○学部　○○学科（通信教育課程）」

　　　　　届出時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には届出時の旧名称を記載いただき，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部

　　　　　表題は「計画の区分」に従い，記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　○○学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　○○学部　○○学科」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　○○学科」

学校法人　杏林学園　　　　
平成２２年５月１日現在　　

[平成２２年度設置］

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

杏林大学　外国語学部　観光交流文化学科

　　　計画の区分：学部の学科設置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

　　　　　　　　　　　　　　　注１

　　担当部局（課）名　八王子事務部教務課

　作成担当者

　　　職名・氏名　　課
カジチョウ

次長・石田
イ シ ダ

　文博
フミヒロ

　　　ｅ－mail　　ishidaf＠ks.kyorin-u.ac.jp

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０４２－６９１－１０９４

　　　電話番号　　０４２－６９１－８７２６

　　　（夜間）　　０４２－６９１－００１１

届出
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６．　留意事項に対する履行状況等 26

7．　その他全般的事項 27～29

目　次



届　　出　　時 変　更　状　況 備　　　考

（マツダ　ヒロハル）

松田　博青

（昭和６３年２月）

（ナガサワ　トシヒコ） （アトミ　ユタカ）

長　澤　俊　彦 跡　見　裕

（平成１０年４月） （平成２２年４月）

（アカイ　タカオ）

赤　井　孝　雄

（平成２０年４月）

　　　　とともに，上記と同様に「備考」に変更理由等を記入してください。

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて見え消し修正する

理 事 長

学 部 長

　　　　　　平成２２年度に報告する内容　→（22）

　　　（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

学　　長

職　　名

（４） 管理運営組織

任期満了のため。
変更年月日
平成22年4月1日(22)

学科長等

　　　ください。

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　　東京都八王子市宮下町４７６番地　　　（東京都三鷹市新川６丁目２０番２号）

（３） 大学の位置

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学　校　法　人　　　杏　　林　　学　　園

（２） 大　学　名

　　　〒１９２－８５０８　　　　　　　　　　（〒１８１－８６１１）

　　　　杏　　林　　大　　学

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成１９年度に報告済の内容　→（19）

1



修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

年 人 年次 人

外国語学部 人

観光交流文化学科 4 70 3年次 286

3

学士（観光交流文

化学）

対象年度

区　分

69　人 人 人 人
( －　) (　 　) (  　) (  　)

　 　
(　－　) (　 　) (　 　) (　 　)

310

(　－　) (　 　) (　 　) (　 　)

308

(　－　) (　 　) (　 　) (　 　)

155

(　－　) (　 　) (　 　) (　 　)

93

入学定員超過率 (　－　) (　 　) (　 　) (　 　)

Ｂ／Ａ 1.34

対象年度

学　年

[　3　] [　 　] [　　 ] [　　 ]

93

[　　 ] [　　 ] [　　 ]

[　　 ] [　　 ]

[　　 ]

[　3　] [　　 ] [　　 ] [　　 ]

93

　　　　ください。

　　　・短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。
　　　・各年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　において教育を受ける外国人学生」を記載してください。

４年次

　　　・留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格

（注）・[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

計

　　　　（いわゆる「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，
　　　　専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設

１年次

（注）・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。
　　　　　　　

　　　　入学定員超過率も同様の方法としてください。

平成２２年度 平成２５年度

　　　・「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してくだ
　　　　さい。入学定員超過率については，小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入し，平均

平成２３年度 平成２４年度

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

２年次

３年次

備　　　　　考平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

　　　・「平成２２年度」には，平成２２年５月１日現在の状況を記入してください。
　　　・「平成１９～２１年度」には，確定した数値を記入してください。

設 置 時 の 計 画
備　　　　　考

　　　　「－」を記入してください。

（注）・（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って
　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

備　　考

調査対象学部等の
名称（学位）

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。
　　　・　様式は，平成１９年度開設の４年制の学科の場合（平成２２年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　　には，欄を設けてください。）
　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

平均入学定員
超 過 率

Ｂ　 入学者数

1.34　倍

志願者数

合格者数

Ａ　 入学定員

受験者数

2



[　　0　] [　　3　]

うち平成２２年度入学者 0人 うち平成２２年度 93人

[　　　] [　　　]

うち平成２２年度入学者 人 うち平成２２年度 人

うち平成２３年度入学者 人 うち平成２３年度 人

[　　　] [　　　]

うち平成２２者 人 うち平成２２年度 人

うち平成２３年度入学者 人 うち平成２３年度 人

うち平成２４年度入学者 人 うち平成２４年度 人

[　　　] [　　　]

うち平成２２年度入学者 人 平成２２年度 人

うち平成２３年度入学者 人 平成２３年度 人

うち平成２４年度入学者 人 平成２４年度 人

うち平成２５年度入学者 人 平成２５年度 人

　　　・　「平成２２年度」については５月１日現在の状況を記入してください。

（注）・　[　　]内には，留学生の状況について内数で記入してください。

　　　　入学者（累積）で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に，その人数も含めて記入してください。

　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　　　　・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　１位までを記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，各対象年度における退学者数を開設年度から当該年度までの

　 ・留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格
　　（いわゆる「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，
　　専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において

平成２３年度

計

平成２５年度

（累積）計

平成２４年度

（主な退学理由）

計 （累積）計

[　　　％]
　　　 ％

[　　　％]
　　　 ％

（主な退学理由）

計 （累積）計

（累積）計  93

[　　　％]
　　　 ％

（主な退学理由）

（主な退学理由）

　　教育を受ける外国人学生」を記載してください。

　 　 ・　「平成１９～２１年度」には，確定した数値を記入してください。

　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

平成２２年度

退学者数（ａ） 入学者数（ｂ）
入学者に対する
退学者数の割合

（a/ｂ）

[　　　0％]
　　　0 ％

　　　　　　区　分

 対象年度

計　0
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英語Ⅰ－１ 開講曜日時限の調整により教

英語Ⅰ－２ 員を変更(22) 鈴木陽子(兼

任)、長谷川明香(兼任)

少人数教育を図るため、教員

を追加(22)工藤貴恵(兼任)

英語Ⅱ－１ 開講曜日時限の調整により教

英語Ⅱ－２ 員を変更(22) 北村一真(兼

担)、青木理香(兼任)、

間中和歌江(兼任)

少人数教育を図るため、教員

を追加(22)工藤貴恵(兼任)

英語Ⅲ－１

英語Ⅲ－２

英語Ⅳ－１

英語Ⅳ－２

中国語Ⅰ－１ 開講曜日時限の調整により教

中国語Ⅰ－２ 員を変更(22) 高部千春(兼

任）、木下恵二(兼任)、鄒敏

俐(兼任)

少人数教育を図るため、教員

を追加(22)段威(兼任)

中国語Ⅱ－１ 開講曜日時限の調整により教

中国語Ⅱ－２ 員を変更(22) 千野万里子(兼

担)、戴一寧(兼任)、木下恵

二(兼任)

少人数教育を図るため、教員

を追加(22)段威(兼任)

中国語Ⅲ－１

中国語Ⅲ－２

中国語Ⅳ－１

中国語Ⅳ－２

日本語Ⅰ－１ 開講曜日時限の調整により教

日本語Ⅰ－２ 員を変更(22) 友部愛(兼

任)、小暮実乃里(兼任)、嵐

洋子(兼担)

日本語Ⅱ－１ 開講曜日時限の調整により教

日本語Ⅱ－２ 員を変更(22) 柴田豊(兼

任)、清末逸子(兼任)、久池

井紀子(兼任)

日本語Ⅲ－１ 開講曜日時限の調整により教

日本語Ⅲ－２ 員を変更(22) 中嶋めぐみ(兼

任)、板橋貴子(兼任)

日本語Ⅳ－１

日本語Ⅳ－２

日本語Ⅴ－１

日本語Ⅴ－２

専
門
外
国
語
科
目

1前

1後

　

1 　

　

1 　

　

　

1 　

　 　 　 　 　

1前

1後

1後

2後

2前

2後

2前

備　　　　考
講　師

1

1

配 当
年 次

必　修 選　択 自　由

1

助　教 助　手

単位数 専任教員等の配置

教　授 准教授

（１） 授業科目表

＜外国語学部　観光交流文化学科＞

２　授業科目の概要

授業科目の名称

1

1

1

1

科目区
分

1前

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2前

2後

1前

1前

1後

2前

2後

1

1

1後

1前

1後

2前

2後

2前

2後

1前

1後

4



備　　　　考
講　師

配 当
年 次

必　修 選　択 自　由 助　教 助　手

単位数 専任教員等の配置

教　授 准教授
授業科目の名称

科目区
分

日本語Ⅵ－１

日本語Ⅵ－２

日本語Ⅶ－１

日本語Ⅶ－２

インテンシブ中国語Ⅰ－１

インテンシブ中国語Ⅰ－２

インテンシブ中国語Ⅱ－１

インテンシブ中国語Ⅱ－２

インテンシブ中国語Ⅲ－１

インテンシブ中国語Ⅲ－２

インテンシブ中国語Ⅳ－１

インテンシブ中国語Ⅳ－２

観光交流文化論 より専門性の高い教育の充実

を図るため、教員を変更(22)

杉田由紀子(教授)

ホスピタリティ論 より専門性の高い教育の充実

を図るため、教員を変更(22)

野口洋平(准教授)

国際観光論 担当者の前期後期の担当コマ

数に偏りが生じることが分

かった。適切な教育効果を確

保する上で、変更を行うこと

が適当であると判断し、配当

学期を変更(22)

より専門性の高い教育の充実

を図るため、教員を変更(22)

古本泰之(准教授)

交流文化論

サービス文化論

サービス日本語

紀行文学論

観光メディア論

観光心理学

観光人類学

観光地理学

観光保健論

福祉観光論

観光マーケティング論

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

観光英語Ⅰ－１ 少人数教育を図るため、教

観光英語Ⅰ－２ 員を追加(22)高久智弘(兼任)

観光英語Ⅱ－１

観光英語Ⅱ－２

観光中国語－１

観光中国語－２

観光韓国語－１

観光韓国語－２

観光手話基礎

観光手話

実用英語－１

2前

2 　 1 1

3後

2前

2後

3前

　

1 　 1

1 　

異文化コミュニケーション論

2

2

2

2

　

　

　

　 　 　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

　

2後

1後

1前

1前

1後

1前

2後

　 1 　2前

2後

2前

1

1

1

1

　

3前 1 　 1 　 　

　　

11

1 　 1

　　 　

1

　

　1

　

　

　 1

1 　

　

　

　 　

　 　

　 　

　 　

1 　

2 　

1前 1 　

　 　

　 　

　

2 　 　 　 　

　 　

　 　

　 　

1

　

　

　 　　 1 　 　

　

　

1 　

　

　

　

　 1

　 　 　

　 1

　

　　

　 　 1 　

1

1

1

1

1

2

2 　 　

2 　

1

1

1

1

　

　

2 　

2 　

　

2

1

　

2後

3前

1後

2前

2後

2後

2前

2前

3前

3後

2後

1後

1前

後

1前

　

　

　

　

　 　 　 　

　 　

　

　 1 　 　

　

　

　

　

専
門
科
目
Ａ

2

2前 2

2後 2

3前

2前

1後

　

　 　 　

　 1

　

　

1

2前 2

3後

2後

1

　

　 　 　

　

　 　

1

　 　 　 　

　

　

1

1

　

1 　 　

　

　

　

　 　 　 　 　

1 　

　 　

　 　 　 　

2前

5



備　　　　考
講　師

配 当
年 次

必　修 選　択 自　由 助　教 助　手

単位数 専任教員等の配置

教　授 准教授
授業科目の名称

科目区
分

実用英語－２

観光基礎演習－１

観光基礎演習－２

ゼミナール－１

ゼミナール－２

ゼミナール－３

卒業論文・課題指導

サービス産業論 担当者の前期後期の担当コマ

数に偏りが生じることが分

かった。適切な教育効果を確

保する上で、変更を行うこと

が適当であると判断し、配当

学期を変更(22)

より専門性の高い教育の充実

を図るため、教員を変更(22)

栁田義男(教授)

航空産業論

航空サービス論

宿泊産業論

宿泊サービス論

外食産業論

外食サービス論

旅行産業論

旅行サービス論

観光政策・行政論

風景・景観論

ツアーガイド論

多摩八王子観光論

世界遺産観光論

旅行医学概論

サービス衛生論

観光交流文化特論Ⅰ

観光交流文化特論Ⅱ

観光交流文化特論Ⅲ

観光交流文化特論Ⅳ

観光交流文化特論Ⅴ

観光交流文化特論Ⅵ

比較文化論Ⅰ－１

比較文化論Ⅰ－２

比較文化論Ⅱ－１

比較文化論Ⅱ－２

アメリカ社会論－１

アメリカ社会論－２

中国事情

韓国事情

地域圏研究Ⅰ－１

地域圏研究Ⅰ－２

地域圏研究Ⅱ－１

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

4前

1 1

1

1

2

2

2前 2

1後

2前

2

1

1

1

1

2

2

2 1

1

2後

2後

3後

2前

2後

2前

3前

1後

1前

3後 2

3前

1前

2前 2

　

2

　4後 2 　 　

2後 2

3前

　

4前 2 　 1

1

1前 2 1

1後

1前

1後

1前

1後

1前

1後

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3後 　

　

1

2

2

2

2

2

　

1 　 　 　 　 　

2後 　 　

　　 21 2 　

3前 　 2 22 1 　 　

1 2 　2 1

2

3後 2

2

3前 2

2

3後 2

2

3後 2

3前 2

3後 2

2

2後 2

3前

ホスピタリティマネジメント論

イベント・コンベンション論

エンターテインメント産業論

ブライダルコーディネート論

4前

3後

14通 4 　 2 2

14後 2 　

前

専
門
科
目
Ｂ
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備　　　　考
講　師

配 当
年 次

必　修 選　択 自　由 助　教 助　手

単位数 専任教員等の配置

教　授 准教授
授業科目の名称

科目区
分

地域圏研究Ⅱ－２

地域圏研究Ⅲ－１

地域圏研究Ⅲ－２

地域圏研究Ⅳ－１

地域圏研究Ⅳ－２

地域圏研究Ⅴ－１

地域圏研究Ⅴ－２

地域圏研究Ⅵ－１

地域圏研究Ⅵ－２

国際関係論Ⅰ

国際関係論Ⅱ

経済原論Ⅰ

経済原論Ⅱ

西洋史－１

西洋史－２

中国史－１

中国史－２

日本史－１

日本史－２

言語学－１ 　少人数教育を図るため、教員

言語学－２ 　を追加(22)木村哲也(兼任)

言語と文化－１ 　開講曜日時限の調整困難

　により、教員を変更(22)

　草場裕(兼担)

　少人数教育を図るため、教員

　を追加(22)木村哲也(兼任)

言語と文化－２ 　少人数教育を図るため、教員

　を追加(22)木村哲也(兼任)

日中文化交流史－１

日中文化交流史－２

日韓文化交流史－１

日韓文化交流史－２

神話学

文化人類学

英語総合講座－１ 　少人数教育を図るため、教員を

英語総合講座－２ 　追加(22)坂本ロビン(兼担)

英語特論－１ 　少人数教育を図るため、教員を

英語特論－２ 　を追加(22)ｻﾝﾄﾞﾗ ｼﾞｪｰﾝ ｼｮｰ

　ｼﾞ(兼任)

コミュニケーション概論

基礎演習－１ 　より専門性の高い教育の充実

　を図るため、教員を変更(22)

基礎演習－２ 　岩﨑公生(教授)→木﨑英司

　クラス数減のため削除(22)

　鳥尾克二(教授)を削除

キャリア指導Ⅰ－１

キャリア指導Ⅰ－２

キャリア指導Ⅱ－１

キャリア指導Ⅱ－２

2

1

1

2 2 1

2

1

2 2 1

1

1

1

1後

1前

1後

1前

1後

1前

2前

1後

1前

1後

1後

1前

1後

1前

1後

専
門
関
連
科
目
Ａ

クリエイティブ・コミュニケーション論－１

クリエイティブ・コミュニケーション論－２

1前

1前

1後

1前

1後

1前

1後

1前

1後

1前

1後

1前

1後

1前

1後

1前

1後

1前

2後

1後

1前

1後

1前

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1前

1後

1

1

2

2

2

2

2

1

3前 1

3後

2

2

2

2

2
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備　　　　考
講　師

配 当
年 次

必　修 選　択 自　由 助　教 助　手

単位数 専任教員等の配置

教　授 准教授
授業科目の名称

科目区
分

ホスピタリティ実習－１ 　より専門性の高い教育の充実

ホスピタリティ実習－２ 　を図るため、教員を変更(22)

　児玉桜代里(兼任)

インターンシップⅠ

インターンシップⅡ

インターンシップⅢ

インターンシップⅣ

ドイツ語Ⅰ－１

ドイツ語Ⅰ－２

ドイツ語Ⅱ－１

ドイツ語Ⅱ－２

ドイツ語Ⅲ－１

ドイツ語Ⅲ－２

フランス語Ⅰ－１

フランス語Ⅰ－２

フランス語Ⅱ－１

フランス語Ⅱ－２

フランス語Ⅲ－１

フランス語Ⅲ－２

スペイン語Ⅰ－１

スペイン語Ⅰ－２

スペイン語Ⅱ－１

スペイン語Ⅱ－２

スペイン語Ⅲ－１

スペイン語Ⅲ－２

インドネシア語Ⅰ－１

インドネシア語Ⅰ－２

インドネシア語Ⅱ－１

インドネシア語Ⅱ－２

インドネシア語Ⅲ－１

インドネシア語Ⅲ－２

韓国語Ⅰ－１

韓国語Ⅰ－２

韓国語Ⅱ－１

韓国語Ⅱ－２

韓国語Ⅲ－１

韓国語Ⅲ－２

情報英語Ⅰ

情報英語Ⅱ

情報中国語Ⅰ 担当者の前期後期の担当コマ

数に偏りが生じることが分

かった。適切な教育効果を確

保する上で、変更を行うこと

が適当であると判断し、配当

学期を変更(22)

情報中国語Ⅱ

情報日本語

口語英語Ⅰ－１

口語英語Ⅰ－２

口語英語Ⅱ－１

口語英語Ⅱ－２

口語英語Ⅲ－１

3

11前

2前

1前

1前 1

1後 1

1前 1

　 　1後 1 　 　 　

2前

2後 1 　 　 1 1 　 　

1

1

1

1

2前 1

2後 1

2前 1

2後 1

3前 1

3後 1

2前 1

2後 1

2前 1

2後 1

3前 1

3後 1

2前 1

2後 1

2前 1

2後 1

3前 1

3後 1

1

1

1

2後 1

1

1

1

1

2後 1

1

1

専
門
関
連
科
目
Ｂ

2後 1

3前 1

2前 1

2後 1

1

2後 1

2前 1

1 　 　 　 　

2後

3前

2前

2前

3後

2後

2後

1

1 　

3 　

後

2前

1前

3後

2前
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備　　　　考
講　師

配 当
年 次

必　修 選　択 自　由 助　教 助　手

単位数 専任教員等の配置

教　授 准教授
授業科目の名称

科目区
分

口語英語Ⅲ－２

口語英語Ⅳ－１

口語英語Ⅳ－２

口語英語Ⅴ－１

口語英語Ⅴ－２

中国語演習Ⅰ－１

中国語演習Ⅰ－２

中国語演習Ⅱ－１

中国語演習Ⅱ－２

中国語演習Ⅲ－１ 事前調査により、該当学生

がいなかったため(22)

中国語演習Ⅲ－２

中国語実習Ⅰ－１

中国語実習Ⅰ－２

中国語実習Ⅱ－１

中国語実習Ⅱ－２

中国語実習Ⅲ－１ 事前調査により、該当学生

がいなかったため(22)

中国語実習Ⅲ－２

哲学－１

哲学－２

宗教学－１

宗教学－２

歴史学－１

歴史学－２

文学－１

文学－２

音楽－１

音楽－２

日本国憲法

法学

政治学－１

政治学－２

地理学－１

地理学－２

経済学－１

経済学－２

数学－１

数学－２

物理学－１

物理学－２

化学－１

化学－２

生物学－１

生物学－２

心理学－１

心理学－２

統計学－１

統計学－２

情報処理 2 　 　 　 　 　 　

3前 2

1後 1

1前

1

1後 1

1前 1

1後 1

1

1後

1前 2

1後 2

1

未開講

1前

1前

1後

未開講

1

1

1

3後

2前 2

2後 2

2前 2

2後 2

1前

3後 2

3前 2

3前 2

3後 2

3後 2

3前 2

3後 2

3前 2

3後 2

3後 2

3前 2

2

3後 2

2

3後 2

2

3後 2

2

3後 2

2

3後 2

2

3後 2

2

3前 2

3後 2

2

2

2

　 　1後 1 　 　 　 　

専
門
関
連
科
目
Ｃ

未開講

3前

3前

3後

3前

3前

3前

3前

3前

3前

未開講

1前
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備　　　　考
講　師

配 当
年 次

必　修 選　択 自　由 助　教 助　手

単位数 専任教員等の配置

教　授 准教授
授業科目の名称

科目区
分

履修者増による開講期を追加

(22)

体育理論 平成22年3月下川哲徳(兼任)

退職により，教員を変更(22)

竹市勝（兼任）

体育実技－１ 　開講曜日時限の調整困難によ

体育実技－２ 　り変更(22)竹市勝(兼任)

（注）・未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，

　　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［　］内に，届出時の計画

必　修 選　択 自　由

198

科目 科目

　　　からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

科目

備　　　　　　　　考
計

変　　更　　状　　況

51 249

必　修 選　択 自　由 計

科目

198

科目

51

[　0　]

科目

0

（注）・届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

届　出　時　の　計　画

（２） 授業科目数

0

[　0　]

科目

249

[　0　][　0　]

科目

　　　　修正してください。

　　　・届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載いただき，届出時より

　　　　変更されているものは赤字で見え消し修正いただき，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入して

　　　　ください。

　　　・「配当年次」について，届出時に開講時期を記載する必要がなかった学部等（平成１９年度届出以前）

　　　　についても，届出時の状況を黒字で記載いただき，平成２２年５月１日現在の状況を赤字で見え消し

11前

1前 1 　

1後 1 　

前後

10



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 中国語演習Ⅲ－１ 2 1 一般 選択

２ 中国語演習Ⅲ－２ 2 1 一般 選択

３ 中国語実習Ⅲ－１ 1 1 一般 選択

４ 中国語実習Ⅲ－２ 1 1 一般 選択

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

該当なし

（３） 未開講科目

（４） 廃止科目

　　　　授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

中国語既習者および本学にて１年以上中国語
を学習した学生を対象とした科目として設置
した。今年度入学生には中国語既習者がおら
ず、そのため休講となった。

（注）・授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

（注）・届出時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となっている

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（６） 「届出時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

 上記理由により２２年度は未開講としたが、学生の中国語学習暦の結果であるためやむを得ない措置である。学生へは
入学時のオリエンテーションで説明している。

（注）・小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

　　　　

　　　　知方法」を記入してください。

（注）・届出時の計画にあった授業科目を何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入

　　　　してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

未開講科目と廃止科目の計

届出時の計画の授業科目数の計
＝ 0.01

11



備考

視聴覚資料

種

169,552〔55,418〕　 8,592

冊

1,608〔669〕　

〔うち外国書〕 電子ジャーナル

〔うち外国書〕

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計(１) 区　　 分

大学全体

―　　　㎡ ―　　　㎡ 136,727.16㎡136,727.16㎡

（74,221.81㎡）

(２) 校　　　　　舎

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

―　　　㎡

―　　　㎡ ―　　　㎡そ　の　他

(４) 専任教員研究室

9

点 点 点

機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

室　　　　　　数

74,221.81㎡         ―　　 ㎡

（       ―　　㎡） （       ―　　㎡）

３　施設・設備の整備状況，経費

平成22年４月
専任教授１名を新規
採用のため（22）

        ―　　 ㎡ 74,221.81㎡

（74,221.81㎡）

186,247.81㎡ ―　　　㎡ ―　　　㎡ 186,247.81㎡

語学学習施設

（補助職員　　0人）

4室

情報処理学習施設

9室

（補助職員　　0人）

計

41,560

（ 206〔44〕） (8,663) 3,359

（ 1,271〔1,224〕） (8,592)

169,552〔55,418〕　 1,271〔1,224〕　

（169,552〔55,418〕） （ 1,608〔669〕）

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

12,894.53㎡

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金収入、手数料収入等を充当する。

共 同 研 究 費 等 0千円 0千円

学生１人当
り

納付金

18,340千円

653千円

―　 千円

第６年次

19,276千円

1,173千円 920千円 920千円

第１年次 第２年次 第３年次

920千円

第４年次 第５年次

―　 千円

区　　　　分 開設年度 開設前年度

9,895千円

68,882千円設備購入費

図書購入費 9,467千円 9,501千円

演　習　室

　 図　　書 学術雑誌

新設学部等の名称

実験実習室

105室

講　義　室

90室 35室

図
書
・
設
備

(５)

1,608〔669〕　

運動場用地

小　　　計 151,297.16㎡

14,570.00㎡ ―　　　㎡

合　　　計

34,950.65㎡

14,570.00㎡

―　　　㎡ ―　　　㎡ 151,297.16㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

5,342.13㎡

完成年度

653千円

観光交流文化学科

計

面　　　　　積

0

158,011〔53,862〕　 1,535〔668〕　 206〔44〕　 8,663

（ 1,535〔668〕）

8,663 3,359

（169,552〔55,418〕）

(３) 教　　室　　等

収 納 可 能 冊 数

開設年度 完成年度区　　分

閲 覧 座 席 数

野球場一面　テニスコート８面　弓道場１　アーチェリー練習場１

観光交流文化学科

1,535〔668〕　 206〔44〕　

34,950.65㎡

41,560 526

41,560 526

0

41,560

03,359

室
10

0

526

（158,011〔53,862〕）

（ 1,608〔669〕）

158,011〔53,862〕　

1,271〔1,224〕　 526

（ 1,271〔1,224〕） (8,592)

大学全体

大学全体

8,592

（158,011〔53,862〕） （ 1,535〔668〕） （ 206〔44〕） (8,663) 3,359

439,225681
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　　　・「（３）教室等」「（５）図書・設備」等について，届出時に数値を記載する必要がなかった学部等（平成２０年度届出

　　　　以前）については，届出時の数値の記載は不要ですが，平成２２年５月１日現在の数値を赤字で記入してください。

　　　　５月１日現在の状況を赤字で見え消し修正してください。

（注）・届出時の計画を設置届出書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。

　　　　届出時に数値を記載した学部等（平成２１年度届出以降）については，届出時の数値を黒字で記載いただき，平成２２年

　　　　に，その理由及び報告年度「（22）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，黒字で記入してください。

　　　・「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定の数値を，下段には平成２２年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するととも
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

医学部

　医学科 6 111 ― 576
学士

(医学)
1.00 S45年度

東京都三鷹市新川
六丁目20番2号

保健学部

　臨床検査技術学科 4 80
2年次 6
3年次 4

346
学士

(保健衛
生学)

1.22 S54年度
東京都八王子市
宮下町476番地

　健康福祉学科 4 40
2年次 6
3年次 4

186
学士

(保健衛
生学)

1.32 S54年度
東京都八王子市
宮下町476番地

　看護学科 4 100
2年次 2
3年次 8

382
学士

(看護学)
1.14 H 6年度

東京都三鷹市新川
六丁目20番2号

　臨床工学科 4 40 ― 160
学士

(臨床工
学)

1.27 H18年度
東京都八王子市
宮下町476番地

　救急救命学科 4 40 3年次 5 170
学士

(救急救
命学)

1.23 H19年度
東京都八王子市
宮下町476番地

　理学療法学科 4 40 ― 80
学士

(理学療
法学)

1.21 H21年度
東京都八王子市
宮下町476番地

総合政策学部

　総合政策学科 4 170 3年次10 720
学士

(総合政
策学)

1.20 S59年度
東京都八王子市
宮下町476番地

　企業経営学科 4 100 3年次 5 450
学士

(企業経
営学)

1.14 H18年度
東京都八王子市
宮下町476番地

外国語学部

　英語学科 4 110 3年次 5 455
学士

(文学)
1.18 H18年度

東京都八王子市
宮下町476番地

　中国語・日本語学科 4 40 3年次13 231
学士

(文学)
0.74 H18年度

東京都八王子市
宮下町476番地

　応用ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 4 40 3年次 2 390
学士

(文学)
1.09 H18年度

東京都八王子市
宮下町476番地

　観光交流文化学科 4 70 3年次 3 70

学士
(観光交
流文化
学)

1.34 H22年度
東京都八王子市
宮下町476番地

　　　　より学生募集停止」と記入してください。

　　　　専門学校ごとに，平成２２年５月１日現在の状況を記入してください。

　杏　林　大　学

　　　・「定員超過率」には，過去標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　いる場合には，専攻課程）単位で記入してください。なお，学生募集停止を行った学科（短期大学にお

　　　　平均の小数点第２位まで（小数点第３位を切り捨て）を，学科（短期大学において専攻課程を設置して

　　　　（専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。）

　　　　いて専攻課程を設置している場合には，専攻課程）の記載は不要です。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「－」とし，「備考」に「平成○年

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が，既に設置している全ての大学の

　　　　学部，学部の学科，短期大学の学科及び高等専門学校の学科について，大学，短期大学又は高等

　　　・設置届出書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。

４　既設大学等の状況
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兼任 講師
ﾀｶｸ ﾄﾓﾋﾛ
高久 智弘
（37）

平成22年4月
少人数教育を図るため、
教員を追加(22)

より専門性の高い教育の充実
を図るため、教員を変更(22)

より専門性の高い教育の充実
を図るため、教員を変更(22)

より専門性の高い教育の充実
を図るため、教員を変更(22)

より専門性の高い教育の
充実を図るため、教員を
変更(22)

ﾉｸﾞﾁ ﾖｳﾍｲ
野口　洋平

（34）

ｽｷﾞﾀ ﾕｷｺ
杉田　由紀子

（59）

ﾌﾙﾓﾄ ﾔｽﾕｷ
古本　泰之

（33）
平成22年4月

専 教授
ｱｶｲ ﾀｶｵ

赤井　孝雄
（54）

平成22年4月

教授

専 准教授

専 准教授

専 教授
ｺﾔﾏ ｻﾌﾞﾛｳ
小山　三郎

（58）
平成22年4月

兼担・

の別　

職名 就任予定年月
氏　　名

（年　齢）
職名 就任予定年月担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

専任・専任・

兼任　

５　教員組織の状況

＜外国語学部　観光交流文化学科＞

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

（１） 担当教員表

備　　考
担当授業科目名

兼担・

兼任　

の別　

専 教授
ｲﾜｻｷ ｷﾐｵ

岩﨑　公生
（64）

平成22年4月

国際観光論

専

基礎演習－１
基礎演習－２
ホスピタリ
ティ実習－１
ホスピタリ
ティ実習－２

より専門性の高い教育の
充実を図るため、教員を
変更(22)

より専門性の高い教育の
充実を図るため、教員を
変更(22)

ｷｻﾞｷ ｴｲｼﾞ
木﨑　英司

（46）
教授専

ｺﾀﾞﾏ ｻﾖﾘ
児玉　桜代里

（45）
講師兼任

平成22年4月

ホスピタリ
ティ論

平成22年4月

平成22年4月

平成22年4月

平成22年4月

兼任 講師
ｺﾀﾞﾏ ｻﾖﾘ

児玉　桜代里
（45）

専 教授
ｷｻﾞｷ ｴｲｼﾞ
木﨑　英司

（46）

英語Ⅳ－１
英語Ⅳ－２
観光英語Ⅰ－１
観光英語Ⅰ－２
観光英語Ⅱ－１
観光英語Ⅱ－２

平成22年4月

観光交流文化
論
ホスピタリ
ティ論
国際観光論
観光基礎演習
－１
観光基礎演習－
２
ゼミナール－
１
ゼミナール－
２
ゼミナール－
３
卒業論文・課
題指導
キャリア指導
Ⅰ－１
キャリア指導
Ⅰ－２
ホスピタリ
ティ実習－１
ホスピタリ
ティ実習－２
インターン
シップⅠ

紀行文学論
観光メディア論
観光中国語－１
観光中国語－２
比較文化論Ⅰ－
１
比較文化論Ⅰ－
２
地域圏研究Ⅰ－
１
地域圏研究Ⅰ－
２
キャリア指導Ⅱ
－１
キャリア指導Ⅱ
－２
インターンシッ
プⅢ
インターンシッ
プⅣ

観光英語Ⅰ－１
観光英語Ⅰ－２

基礎演習－１
基礎演習－２

ホスピタリティ
実習－１
ホスピタリティ
実習－２

ホスピタリ
ティ実習－１
ホスピタリ
ティ実習－２

観光交流文化論
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兼担・

の別　

職名 就任予定年月
氏　　名

（年　齢）
職名 就任予定年月担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

専任・専任・

兼任　

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
担当授業科目名

兼担・

兼任　

の別　

少人数教育を図るため、
教員を追加(22)

専

兼任 講師

基礎演習－１
基礎演習－２
ホスピタリティ
実習－１
ホスピタリティ
実習－２

開講曜日時限の調整困難
により、教員を変更(22)

より専門性の高い教育の充実
を図るため、教員を変更(22)

兼担 教授

ｷﾑﾗ ﾃﾂﾔ
木村　哲也

（56）

ｸｻﾊﾞ ﾕﾀｶ
草場　裕
（63）

平成22年4月 言語と文化－１

クラス数減のため
削除(22)

兼任 講師
ｺﾀﾞﾏ ｻﾖﾘ

児玉　桜代里
（45）

平成22年4月
より専門性の高い教育の
充実を図るため、教員を
変更(22)

基礎演習－１
基礎演習－２

ホスピタリ
ティ実習－１
ホスピタリ
ティ実習－２

専 教授

専

観光保健論
福祉観光論
旅行医学概論
サービス衛生論

教授
ﾃﾞｼﾞﾏ ﾔｽｼ
出嶋　靖志

（49）
平成22年4月

平成22年4月

平成22年4月 言語と文化－１

平成22年4月

サービス産業
論

ﾔﾅｷﾞﾀﾞ ﾖｼｵ
栁田　義男

（50）

観光マーケティ
ング論
キャリアデザイ
ンⅠ
キャリアデザイ
ンⅡ
観光基礎演習－
１
観光基礎演習－
２
ゼミナール－１
ゼミナール－２
ゼミナール－３
卒業論文・課題
指導
サービス産業論
宿泊産業論
宿泊サービス論
旅行サービス論
ホスピタリティ
マネジメント論
観光交流文化特
論Ⅳ
基礎演習－１
基礎演習－２

専 教授 平成22年4月

交流文化論
観光人類学
観光交流文化特
論Ⅲ
言語と文化－１

専 教授
ﾎﾝﾀﾞ ﾋﾛﾕｷ
本田　弘之

（51）
平成22年4月

専 准教授

ﾉｸﾞﾁ ﾖｳﾍｲ
野口　洋平

（34）

平成22年4月

異文化コミュニ
ケーション論
サービス文化論
サービス日本語
観光基礎演習－
１
観光基礎演習－
２
ゼミナール－１
ゼミナール－２
ゼミナール－３
卒業論文・課題
指導
航空産業論
航空サービス論
旅行産業論
ブライダルコー
ディネート論
キャリア指導Ⅰ
－１
キャリア指導Ⅰ
－２

教授

ｽｷﾞﾀ ﾕｷｺ
杉田　由紀子

（59）

ﾄﾘｵ ｶﾂｼﾞ
鳥尾　克二

（65）
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兼担・

の別　

職名 就任予定年月
氏　　名

（年　齢）
職名 就任予定年月担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

専任・専任・

兼任　

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
担当授業科目名

兼担・

兼任　

の別　

少人数教育を図るため、
教員を追加(22)

専 講師
ｲﾃﾞ ﾀｸﾛｳ

井手　拓郎
（33）

平成22年4月

ｷﾑﾗ ﾃﾂﾔ
木村　哲也

（56）
平成22年4月 言語と文化－２

観光地理学
観光基礎演習－
１
観光基礎演習－
２
ゼミナール－１
ゼミナール－２
ゼミナール－３
卒業論文・課題
指導
観光政策・行政
論
風景・景観論
多摩八王子観光
論
基礎演習－１
基礎演習－２
インターンシッ
プⅡ

兼担 教授
ｷﾝﾀﾞｲﾁ ﾋﾃﾞﾎ
金田一　秀穂

（56）
平成22年4月

教授
ｸｻﾊﾞ ﾕﾀｶ
草場　裕
（63）

平成22年4月

日本語Ⅵ－１
日本語Ⅵ－２

言語と文化－２ 兼任 講師

兼担 教授
ｴﾄﾞ ｼﾞﾕﾝｺ
江戸　淳子

（62）
平成22年4月

地域圏研究Ⅵ
－１
地域圏研究Ⅵ
－２
文化人類学
情報英語Ⅰ
情報英語Ⅱ

兼担

兼担 教授
ｲﾏｲｽﾞﾐ ｷｲﾁ
今泉　喜一

（61）
平成22年4月

日本語Ⅴ－１
日本語Ⅴ－２

専 准教授

ﾌﾙﾓﾄ ﾔｽﾕｷ
古本　泰之

（33）
平成22年4月

観光地理学
観光基礎演習－
１
観光基礎演習－
２
ゼミナール－１
ゼミナール－２
ゼミナール－３
卒業論文・課題
指導
観光政策・行政
論
風景・景観論
多摩八王子観光
論
基礎演習－１
基礎演習－２
インターンシッ
プⅡ
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兼担・

の別　

職名 就任予定年月
氏　　名

（年　齢）
職名 就任予定年月担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

専任・専任・

兼任　

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
担当授業科目名

兼担・

兼任　

の別　

中国語Ⅱ－１
中国語Ⅱ－２

中国語Ⅱ－１
中国語Ⅱ－２

少人数教育を図るため、
教員を追加(22)

兼担 講師
ﾁﾉ ﾏﾘｺ

千野　万里子
（36）

平成22年4月

兼任 講師
ｷﾉｼﾀ ｹｲｼﾞ
木下　恵二

（38）
平成22年4月

中国語Ⅱ－１
中国語Ⅱ－２

　　開講曜日時限の調整困難
　　により変更(22)

兼担 准教授

ｲﾜﾓﾄ ｶｽﾞﾖｼ
岩本　和良

（35）
平成22年4月

口語英語Ⅱ－１
口語英語Ⅱ－２

経済原論Ⅰ
経済原論Ⅱ

兼担 教授
ﾆｼ ﾀｶｼ
西　孝
（48）

平成22年4月

経済学－１
経済学－２

兼担 教授
ｳﾏﾀﾞ ｹｲｲﾁ
馬田　啓一

（60）
平成22年4月

ドイツ語Ⅰ－１
ドイツ語Ⅰ－２
ドイツ語Ⅲ－１
ドイツ語Ⅲ－２
文学－１
文学－２

兼担 教授
ｶﾜｽﾐ ｲﾜｵ

川澄　岩雄
（58）

平成22年4月
物理学－１
物理学－２

兼担 教授
ﾊｾｶﾞﾜ ﾋﾛｺ

長谷川　弘子
（51）

平成22年4月

比較文化論Ⅱ－
１
比較文化論Ⅱ－
２

兼担 教授
ｸｽﾔ ｼｹﾞﾄｼ
楠家　重敏

（57）
平成22年4月

中国語Ⅳ－１
中国語Ⅳ－２
インテンシブ中
国語Ⅰ－１
インテンシブ中
国語Ⅰ－２

兼担 教授
ﾂｶﾓﾄ ﾋﾛ
塚本　尋
（58）

平成22年4月

兼担 教授
ﾀﾏﾑﾗ ﾖｼｵ

玉村　禎郎
（47）

平成22年4月
日本語Ⅳ－１
日本語Ⅳ－２

兼担 教授
ｾﾝ ﾐﾂｴ

詹　満江
（54）

平成22年4月

中国語Ⅱ－１
中国語Ⅱ－２
インテンシブ中
国語Ⅱ－１
インテンシブ中
国語Ⅱ－２ 講師

ﾀｲ ｲﾁﾈｲ
戴　一寧
（44）

平成22年4月

兼任 講師
ﾀﾞﾝ ｲ
段　威
（52）

平成22年4月

兼任

中国語Ⅱ－１
中国語Ⅱ－２
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兼担・

の別　

職名 就任予定年月
氏　　名

（年　齢）
職名 就任予定年月担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

専任・専任・

兼任　

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
担当授業科目名

兼担・

兼任　

の別　

兼任 講師
ｸﾁｲ ﾉﾘｺ

久池井　紀子
（50）

平成22年4月

講師
ｸﾄﾞｳ ｷｴ

工藤　貴恵
（26）

平成22年4月

　　開講曜日時限の調整困難
　　により変更(22)

少人数教育を図るため、
教員を追加(22)

　　開講曜日時限の調整困難
　　により変更(22)

クラス数減のため
削除(22)

平成22年4月

英語Ⅱ－１
英語Ⅱ－２
口語英語Ⅲ－１
口語英語Ⅲ－２

平成22年4月
ｸﾗﾊﾞﾔｼ ﾋﾃﾞｵ
倉林　秀男

（33）

日本語Ⅱ－２

准教授

講師兼任

兼任

兼担

兼担 助教

兼任 講師
ｱｵｷ ﾘｶ

青木　理香
（26）

ｷﾀﾑﾗ ｶｽﾞﾏ
北村　一真

（28）

ﾏﾅｶ ﾜｶｴ
間中　和歌江

（46）

兼担 准教授

ﾀｶｷﾞ ﾏｻｺ
高木　眞佐子

（42）
平成22年4月

英語Ⅳ－１
英語Ⅳ－２
実用英語－１
実用英語－２
口語英語Ⅳ－１
口語英語Ⅳ－２

兼担 准教授

ｲｱﾝ ﾗﾝﾊﾞｰﾄ
IAIN B.M.
LAMBERT
（43）

平成22年4月

兼担 准教授

ﾋﾗｵｶ ｱﾂｼ
平岡　厚
（61）

平成22年4月
化学－１
化学－２

クリエイティ
ブ・コミュニ
ケーション論－
１
クリエイティ
ブ・コミュニ
ケーション論－
２

兼担 准教授

ｲﾄｳ ｱﾂｼ
伊藤　敦司

（49）
平成22年4月 法学

兼担 准教授

ｲﾜｸﾏ ﾐﾁﾋﾛ
岩隈　道洋

（35）
平成22年4月 日本国憲法

兼担 准教授

ｸﾎﾞ ﾏｻﾋｺ
久保　雅彦

（62）
平成22年4月

平成22年4月

数学－１
数学－２
統計学－１
統計学－２

兼担

コミュニケー
ション概論
口語英語Ⅴ－１
口語英語Ⅴ－２

兼担 講師
ﾔｷﾞﾊｼ ﾋﾛﾄｼ

八木橋　宏勇
（30）

ｷﾖｽｴ ｲﾂｺ
清末　逸子

（50）
平成22年4月 日本語Ⅱ－１

日本語Ⅱ－１
日本語Ⅱ－２

平成22年4月
ｼﾊﾞﾀ ﾕﾀｶ
柴田　豊
（45）

講師
ﾀｶﾞﾜ ﾖｳｺ

田川　洋子
（33）

平成22年4月
日本語Ⅱ－１
日本語Ⅱ－２

兼任 講師

平成22年4月

平成22年4月

講師兼任

英語Ⅱ－１
英語Ⅱ－２

英語Ⅱ－１
英語Ⅱ－２

日本語Ⅱ－１
日本語Ⅱ－２

英語Ⅱ－１
英語Ⅱ－２

英語Ⅱ－１
英語Ⅱ－２
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兼担・

の別　

職名 就任予定年月
氏　　名

（年　齢）
職名 就任予定年月担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

専任・専任・

兼任　

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
担当授業科目名

兼担・

兼任　

の別　

兼任 講師
ﾅｶｼﾏ ﾒｸﾞﾐ

中嶋　めぐみ
（45）

平成22年4月

事前調査により、該当学生が
いなかったため(22)

　　開講曜日時限の調整困難
　　により変更(22)

ｲﾀﾊﾞｼ ﾀｶｺ
板橋　貴子

（37）

平成22年4月

ｽｳ ﾋﾞﾝﾘ
鄒　敏俐
（47）

平成22年4月

ﾀｶﾍﾞ ﾁﾊﾙ
高部　千春

（34）
平成22年4月

兼任 平成22年4月

講師

兼任

兼任
ｷﾉｼﾀ ｹｲｼﾞ
木下　恵二

（38）

ﾀｹｲﾁ ﾏｻﾙ
竹市　勝
（46）

講師

兼任 講師

日本語Ⅲ－１
日本語Ⅲ－２

クラス数減のため
削除(22)

兼担 講師
ﾊｼﾓﾄ ﾐﾄﾞﾘ

橋本　みどり
（52）

平成22年4月

平成22年4月

講師
ﾁﾖﾝ ﾖﾝｽｸ
鄭　英淑
（45）

平成22年4月

兼担 講師
ﾁﾉ ﾏﾘｺ

千野　万里子
（36）

平成22年4月

中国語Ⅰ－１
中国語Ⅰ－２
中国語実習Ⅱ－
１
中国語実習Ⅱ－
２
中国語実習Ⅲ－
１
中国語実習Ⅲ－
２

観光韓国語－１
観光韓国語－２
韓国事情
地域圏研究Ⅱ－
１
地域圏研究Ⅱ－
２
日韓文化交流史
－１日韓文化交
流史－２
韓国語Ⅰ－１
韓国語Ⅰ－２

兼担

兼担 講師
ﾐﾔｸﾋﾞ ﾋﾛｺ
宮首　弘子

（46）
平成22年4月

中国語Ⅲ－１
中国語Ⅲ－２
中国語実習Ⅰ－
１
中国語実習Ⅰ－
２

兼担 講師
ﾏﾂｲ ﾄﾓｺ

松井　知子
（57）

平成22年4月
心理学－１
心理学－２

兼担 講師
ﾏﾂﾓﾄ ｾｲｼﾞ
松本　誠治

（63）
平成22年4月

兼担 講師
ﾀｶﾊｼ ﾑﾈﾖｼ
高橋　宗良

（40）
平成22年4月

体育実技－１
体育実技－２

兼任 講師

生物学－１
生物学－２

開講曜日時限の調整困難
により変更(22)

　　開講曜日時限の調整困難
　　により変更(22)

日本語Ⅲ－１
日本語Ⅲ－２

日本語Ⅲ－１
日本語Ⅲ－２

日本語Ⅲ－１
日本語Ⅲ－２

体育実技－１
体育実技－２

講師

中国語Ⅰ－１
中国語Ⅰ－２

中国語Ⅰ－１
中国語Ⅰ－２

中国語Ⅰ－１
中国語Ⅰ－２

中国語Ⅰ－１
中国語Ⅰ－２

少人数教育を図るため、
教員を追加(22)

中国語実習Ⅲ－
１
中国語実習Ⅲ－
２

兼任 講師
ﾀﾞﾝ ｲ
段　威
（52）

平成22年4月
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兼担・

の別　

職名 就任予定年月
氏　　名

（年　齢）
職名 就任予定年月担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

専任・専任・

兼任　

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
担当授業科目名

兼担・

兼任　

の別　

日本語Ⅰ－１

平成22年4月講師
ﾀｶﾞﾜ ﾖｳｺ

田川　洋子
（33）

平成22年4月

　　少人数教育を図るため、
　　教員を追加(22)

日本語Ⅰ－２

講師
ｸﾄﾞｳ ｷｴ

工藤　貴恵
（26）

平成22年4月

平成22年4月

平成22年4月

兼任

兼任 講師
ｽｽﾞｷ ﾖｳｺ

鈴木　陽子
（25）

平成22年4月

兼任

英語Ⅰ－１
英語Ⅰ－２

英語Ⅰ－１
英語Ⅰ－２

日本語Ⅰ－１
日本語Ⅰ－２

日本語Ⅰ－１
日本語Ⅰ－２

英語Ⅰ－１
英語Ⅰ－２

ｲﾀﾊﾞｼ ﾀｶｺ
板橋　貴子

（37）
講師兼任

兼任

兼任

日本語Ⅰ－１
日本語Ⅰ－２

平成22年4月

兼担

観光手話基礎
観光手話
観光交流文化特
論Ⅰ
観光交流文化特
論Ⅱ

兼任 講師
ｲﾜｻｷ ｱｹﾐ

岩﨑　明美
（57）

平成22年4月

講師
ｺｸﾞﾚ ﾐﾉﾘ

小暮　実乃里
（39）

クラス数減のため
削除(22)

　　開講曜日時限の調整困難
　　により変更(22)

講師
ﾄﾓﾍﾞ ｱｲ
友部　愛
（55）

兼任 講師
ｳﾁﾀﾞ ｻﾄﾙ
内田　諭
（27）

平成22年4月
英語Ⅰ－１
英語Ⅰ－２

講師
ﾊｾｶﾞﾜ ｻﾔｶ

長谷川　明香
（26）

兼任 講師
ｴﾝﾄﾞｳ ﾕｳｽｹ
遠藤　祐介

（37）
平成22年4月

日中文化交流史
－１
日中文化交流史
－２

兼任 講師
ｵｳ ﾄｼｱｷ
王　利彰
（63）

平成22年4月
外食産業論
外食サービス論

兼任 講師
ｵｸﾞﾗ ﾋﾃﾞﾀｶ
小倉　英敬

（59）
平成22年4月

地域圏研究Ⅳ－
１
地域圏研究Ⅳ－
２
国際関係論Ⅰ
国際関係論Ⅱ
スペイン語Ⅲ－
１
スペイン語Ⅲ－
２

兼任 講師
ｶ ｳｹｲ

夏　宇継
（62）

平成22年4月

中国語演習Ⅰ－
１
中国語演習Ⅰ－
２

兼任 講師
ｶｷﾇﾏ ﾂﾄﾑ
柿沼　勉
（62）

平成22年4月

インドネシア語
Ⅰ－１
インドネシア語
Ⅰ－２
インドネシア語
Ⅱ－１
インドネシア語
Ⅱ－２
インドネシア語
Ⅲ－１
インドネシア語
Ⅲ－２
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兼担・

の別　

職名 就任予定年月
氏　　名

（年　齢）
職名 就任予定年月担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

専任・専任・

兼任　

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
担当授業科目名

兼担・

兼任　

の別　

英語特論－１
英語特論－２

平成22年4月
少人数教育を図るため、
教員を追加(22)

兼任 講師
ﾅｶﾞｲ ﾐﾂﾞﾋﾄ
永井　弥人

（42）
平成22年4月

中国事情
中国史－１
中国史－２

英語特論－１
英語特論－２
口語英語Ⅰ－１
口語英語Ⅰ－２

兼任 講師

ｻﾝﾄﾞﾗ ｼﾞｪｰﾝ
ｼｮｰｼﾞ

Sandra Jean
Shoji
（62）

兼任 講師
ﾄｰﾏｽ ﾃﾞｨﾛﾝ

Thomas Dillon
（55）

平成22年4月

兼任 講師
ﾁﾖｳ ﾖｼｴ
張　佳恵
（43）

平成22年4月

中国語演習Ⅱ－
１
中国語演習Ⅱ－
２

日本史－１
日本史－２

兼任 講師
ﾀｼﾞﾏ ﾋﾛﾋｻ
田島　裕久

（51）
平成22年4月

兼任 講師
ﾀﾞｲｺﾞ ﾐﾜｺ

醍醐　美和子
（47）

平成22年4月

インテンシブ中
国語Ⅲ－１
インテンシブ中
国語Ⅲ－２

ツアーガイド論
世界遺産観光論

兼任 講師
ｽｽﾞｷ ﾘｮｳﾀﾛｳ
鈴木　涼太郎

（34）
平成22年4月

兼任 講師
ｽｳ ﾋﾞﾝﾘ
鄒　敏俐
（47）

平成22年4月

インテンシブ中
国語Ⅳ－１
インテンシブ中
国語Ⅳ－２
中国語演習Ⅲ－
１
中国語演習Ⅲ－
２

神話学兼任 講師
ｼｮｳｼﾞ ｸﾆｺ
小路　邦子

（53）
平成22年4月

兼任 講師
ｻｲﾄｳ ｹｲｺ

齋藤　圭子
（44）

平成22年4月

フランス語Ⅱ－
１
フランス語Ⅱ－
２

地域圏研究Ⅲ－
１
地域圏研究Ⅲ－
２

兼任 講師

ｹﾞｲﾘｰ ｳｫｰﾚﾝ
ｷｬﾝﾀｰ

Gary Warren
Cantor
（54）

平成22年4月

兼任 講師
ｸﾁｲ ﾉﾘｺ

久池井　紀子
（50）

平成22年4月
日本語Ⅶ－１
日本語Ⅶ－２

兼任 講師
ｶｸ ﾘﾐﾝ

郭　麗明
（48）

平成22年4月
情報中国語Ⅰ
情報中国語Ⅱ

西洋史－１
西洋史－２
歴史学－１
歴史学－２

兼任 講師
ｶﾗｻﾜ ｺｳｲﾁ
唐澤　晃一

（42）
平成22年4月

兼任 講師
ｸﾏｶﾞｲ ﾌﾐｴ
熊谷　文枝

（66）
平成22年4月

アメリカ社会論
－１
アメリカ社会論
－２

中国語演習Ⅲ－
１
中国語演習Ⅲ－
２

事前調査により、該当学生が
いなかったため。(22)
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兼担・

の別　

職名 就任予定年月
氏　　名

（年　齢）
職名 就任予定年月担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

専任・専任・

兼任　

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
担当授業科目名

兼担・

兼任　

の別　

言語学－１
言語学－２

英語総合講座－
１
英語総合講座－
２

兼任 講師
ｸﾗﾆｼ ﾏｻｺ

倉西　雅子
（46）

平成22年4月

地域圏研究Ⅴ－
１
地域圏研究Ⅴ－
２

哲学－１
哲学－２

兼任 講師
ｵｵｲｼ ﾏﾅﾌﾞ
大石　学
（44）

平成22年4月

平成22年4月 体育理論
平成22年3月下川哲徳(兼任)退
職により，教員を変更(22)

兼任 講師
ｵｲｶﾜ ﾋﾛｶｽﾞ
笈川　博一

（67）
平成22年4月

宗教学－１
宗教学－２

体育理論 兼任 講師
ﾀｹｲﾁ ﾏｻﾙ
竹市　勝
（46）

兼任 講師
ｼﾓｶﾜ ﾃﾂﾉﾘ
下川　哲徳

（66）
平成22年4月

平成22年4月
少人数教育を図るため、
教員を追加(22)

兼任 講師
ﾖｼﾀﾞ ﾕｷﾋｺ

吉田　悠樹彦
（35）

平成22年4月 情報処理

言語学－１
言語学－２

兼任 講師
ｷﾑﾗ ﾃﾂﾔ

木村　哲也
（56）

兼任 講師
ﾕﾊﾗ ｲﾁﾛｳ

柚原　一郎
（38）

平成22年4月

兼任 講師
ﾓﾘ ｺｳｾｲ
森　公成
（52）

平成22年4月
ドイツ語Ⅱ－１
ドイツ語Ⅱ－２

情報日本語兼任 講師
ﾐｽﾞｵｶ ﾐﾉﾘ

水岡　実乃里
（39）

平成22年4月

平成22年4月
少人数教育を図るため、
教員を追加(22)

兼任 講師

ﾏﾘｱ ﾙﾙﾃﾞｽ ﾄﾞﾐ
ﾆｸ ｱﾛﾝｿ

Maria Lourdes
Domenech
Allonso
（47）

平成22年4月

スペイン語Ⅰ－
１
スペイン語Ⅰ－
２
スペイン語Ⅱ－
１
スペイン語Ⅱ－
２

英語総合講座－
１
英語総合講座－
２

兼担 教授
ｻｶﾓﾄ ﾛﾋﾞﾝ

坂本　ロビン
（46）

兼任 講師
ﾎﾟｰﾙ ﾅｲﾄﾝ

Paul Knighton
（54）

平成22年4月

兼任 講師
ﾌﾙﾀﾆ ﾋﾛﾐ

古谷　裕美
（33）

平成22年4月
英語Ⅲ－１
英語Ⅲ－２

韓国語Ⅱ－１
韓国語Ⅱ－２

兼任 講師
ﾊﾑ ｼﾞﾕﾜﾝ
咸　周完
（35）

平成22年4月

兼任 講師
ﾊﾟｸ ﾐﾖﾝｼﾞﾕﾝ
朴　明濬
（50）

平成22年4月
韓国語Ⅱ－１
韓国語Ⅱ－２

フランス語Ⅰ－
１
フランス語Ⅰ－
２
フランス語Ⅲ－
１
フランス語Ⅲ－
２

兼任 講師
ﾉﾄ ｼﾖｳｼﾞ

能登　省二
（51）

平成22年4月
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兼担・

の別　

職名 就任予定年月
氏　　名

（年　齢）
職名 就任予定年月担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

専任・専任・

兼任　

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
担当授業科目名

兼担・

兼任　

の別　

平成22年4月栁田義男(教授)

新規採用

音楽－１
音楽－２

兼任 講師
ﾖﾈﾀﾞ ｶｵﾘ

米田　かおり
（46）

平成22年4月

兼任 講師
ﾊﾝﾀﾞ ﾋﾃﾞﾄｼ
半田　英俊

（35）
平成22年4月

政治学－１
政治学－２

地理学－１
地理学－２

兼任 講師
ﾊﾗ ｹｲｽｹ
原　啓介
（43）

平成22年4月

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

(8)

講　師 助　教 計

（注）・「届出時の計画」には，届出時に予定されていた完成時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，

　　　　「変更状況」には，平成２２年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に届出時の

［0］

0

（0） ［1］ ［0］ ［1］

0

　　　　所属している場合は，〈表題〉を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

(1) （0） （11）

1 0

［0］［0］(2)

102 1

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

変　　更　　状　　況届　出　時　の　計　画
備　　　　　考

2 0 7

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

（注）・設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

助　手計 助　手 教　授 准教授教　授 准教授

96

　　　・　年齢は，就任年度に関わりなく，「届出時の計画」には開設時現在の満年齢を，「変更状況」には平成２２年５月１日

　　　　現在の満年齢を記入してください。

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

講　師 助　教

（２） 専任教員数
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

該当なし

方法」を記入してください。

職　位

（注）・上記（３）の教員の辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知

（注）・届出時の計画からの専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

番　号 専任教員氏名

（３） 専任教員辞任等の理由

辞任（就任辞退を含む）等の理由

該当なし
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区　　　分 留　意　事　項 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設置計画履行状況 該当なし

調　　 査　　 時

（22年1月）

（注）・「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された留意事項

６　留意事項に対する履行状況等

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　　に対する履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料を

　　　　添付してください。

　　　・　入学定員超過に係る留意事項への履行状況については，指摘を受けた学科等についてのみ記

　　　　入してください。
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届　出　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

①　施設・設備 図書、学術雑誌および電子ジャーナルの変更について

　a　図書169,552〔55,418〕冊 学生の修学環境を改善するため、利用頻度の低い資料、版

　b　学術雑誌1,608〔669〕種 の古い資料、古い雑誌資料などを除籍し、収書や配架方法

　c　電子ジャーナル1,271〔1,224〕 に多様性が生まれた。

　d　視聴覚資料8,592点

　e　機械・器具41,560点 機械・器具および標本の変更について

　f　標本526点 届出時には大学全体での記載としたが、よりわかりやすく

するため当該学部のみを記載した。

　　　ＦＤに関する事項、について審議している。

　　②学生による授業評価アンケートを毎学期実施している。結果は教員へフィードバックし、ホームページにも

　　　掲載している。

　　③当年度における学部専任教員の研究成果をまとめ、所定の審査を経て内部・外部へ公開している。

　　②授業評価アンケートは、原則として全授業で実施している。

　　③年１回、多数の教員が研究成果をまとめ、所定の審査を経たものを内部・外部に公開している。

　　各教員へフィードバックする授業評価アンケート結果や、講演会、授業見学、討論会などで得た知見をもとに、

（１） 設置計画変更事項等

（注）・　１～６の項目により記入した事項以外で，届出時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）及び

　　　　法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置届出書の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

７　その他全般的事項

＜外国語学部　観光交流文化学科＞

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

①　実施体制

　　各教員が自ら授業改善策を検討し、実際の授業で実践している。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　③研究成果の公開

　　①内部・外部の講師を招き、授業方法改善の取り組みについての講演会を実施した。

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　制度に関する事項、学部運営に関する事項、予算に関する事項、将来構想に関する事項、

　　①授業方法等についての研究会（内部・外部講師による講演会等）

　　②授業評価アンケート

②　実施状況

　ａ　実施内容

　ａ　委員会の設置状況

      常置委員会の中に運営委員会を設置し、その中でＦＤ委員会を設置している。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

      運営委員会は、毎月１回開催し、学部長、教務部長、学生部長、その他の委員（教員）９名で構成している。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ｂ　実施方法

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　①講演は、年に数回程度実施しており、多数の教員が参加している。
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　ｂ観光の現代的な役割や課題を理解し、観光関連産業を通じて交流･変容する社会･文化に貢献する人材を養成する。

（３） 自己点検・評価等に関する事項

　　その発展に貢献する人材を育成することを目的としている。その教育内容は、①学部共通課程での英語・中国語

　ａ異なる社会・文化に住む人びと同士の交流がもたらす新しい価値を理解し、充分な外国語運用能力を元にそれを

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

②　自己点検・評価報告書

　観光交流文化学科は、次のような趣旨・目的を設定している。

　　より一層促進させ、大きな成果を生み出す人材を養成する。

　ｃ上質なサービスと空間がつくり出す価値を理解し、それを現代的な産業としての観光を通じて表現できる人材を

　　・杏林大学の現況（自己点検・自己評価のためのデータブック）を年１回刊行し、監督官庁をはじめ他大学等に配

　　　布している。また、大学ホームページ上でも公開している。

③　認証評価を受ける計画

　ａ　公表（予定）時期

　　・年１回公表している。（例年２月頃）

　ｂ　公表方法

　　・平成２０年度に財団法人大学基準協会の認証評価を受けたところであり、次回７年以内に評価を受けるべく、今

　　　後検討を行っていく。

　　　　根拠を含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（注）・　届出時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な

　　養成する。国境や民族を越えた人びとの交流において、今後さらに重要な役割を果たす「観光」の分野において、

　　等の外国語運用能力の十分な養成、②異文化間コミュニケーションの現状理解、③観光事業の現場において

　　求められる知識および技能、問題解決能力の習得の３点を基軸とし、理論と実践が相互に補完するよう編成して

　　いる。開講科目については、観光を軸とした学科について構想するにあたり、観光を「交流」と「文化創造」の

　　装置として再定義し、その学位授与の方針に基づき関連産業の現場における有益な人材を輩出するため、

　　充分な外国語運用能力に基づいたコミュニケーション力を修得した上で、正しい異文化理解、さらには

　　観光関連産業の現状把握を通じて「ホスピタリティ」を学習・実践的に応用できる人材の育成を目的としている。

　　また、本学科は「Management」「Creation」「Entertainment」の３つの視点から編成している。

　　学生に対しては、従来のキャンパスおよび教室内で理論を中心とした講義形式とともに、それを学生が主体的

　　かつ経験的に理解する実践的な教育・指導を展開している。本学科には関連分野の研究において成果のある

　　研究者教員のみならず、関連産業での豊富な実務経験を持つ教員を配置している。実践的な教育法・指導法

　　として、前者が研究・調査の方法論を指導し、後者が具体的な事象・産業を対象にして視察や見学、調査など

　　を実施するといった形態によって実現する。

　　また、入学当初からキャリア意識を向上させるための講義や学外での研修を積極的に行うことにより、

　　モチベーションの向上に努めている。教員については、学年担任に関わらず、学科教員全員で学生の指導に

　　あたっており、さらに面接指導などを通じて、早い段階で学生の現状を把握するよう常に努めている。

　　開設初年度のためその評価はすぐには下せないが、引き続きこの取り組みを続けていきたい。
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　　　　　なお，「ｄ」のリンク先のアドレスが未定の場合は，決まり次第，文部科学省高等教育局大学設置室あてに，

　　　　メールにてご報告ください。

　　　　　※大学設置室メールアドレス ： d-secchi@mext.go.jp

　　　　　　　件名は「【調査係あて】AC報告書等HPリンク先（○○大学）」としてください。

（４） 情報提供に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　　　　トップページではなく直接リンクする先を「ｄ」に記入してください。

（注）・「ｃ」において「承諾する」場合，文部科学省のホームページにてリンク先を掲載しますので，大学等の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）

　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（http://www.　　　　未定　　　 ）

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表予定時期　　　　　　　　　　　　　　　（　　　平成２２年７月予定　　　）

　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画履行状況報告書」掲載ページへのリンク
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